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一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
七
月
に
亡
く
な
っ
た
小
野
さ
つ
き
訓
導
は
、『
小

学
校
教
授
日
録
』
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
年
四
月
七
日
、
小
野

訓
導
は
尋
常
科
四
年
生
の
担
任
児
童
に
対
し
て
、「
図
画
」
の
初
回
授
業
で
「
自

然
物
の
写
生
」
を
行
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
小
野
訓
導
の
『
教
授
日
録
』
の

中
か
ら
、
金
曜
日
の
第
四
時
間
目
「
図
画
」
に
関
わ
る
内
容
の
部
分
を
抽
出
し

て
翻
刻
し
、
そ
れ
を
大
正
新
教
育
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
試
み
た
。
当
時
は
、

図
画
教
育
が
、
ち
ょ
う
ど
臨
画
か
ら
写
生
等
に
転
換
す
る
時
期
で
あ
っ
た
が
、

同
年
三
月
、
宮
城
県
女
子
師
範
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
新
任
小
野
訓
導
が
、

児
童
の
自
発
的
活
動
を
促
す
も
の
で
も
あ
る
「
自
然
物
写
生
」「
校
外
写
生
」
を

授
業
に
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
山
本
鼎
の
「
自
由
画
教
育
」

の
影
響
を
小
野
訓
導
の
教
授
日
録
に
探
る
。
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は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
七
月
に
児
童
を
助
け
よ
う
と
し
て
殉
死
し
た

小
野
さ
つ
き
訓
導
（
以
下
、「
小
野
訓
導
」）
の
実
践
を
、
小
野
訓
導
が
残
し
た
『
小
学
校

教
授
日
録

其
ノ
一

一
』（
以
下
、『
教
授
日
録
』））
に
探
り
、
大
正
新
教
育
に
お
け
る
小

野
訓
導
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
い
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
期
に
山
本
鼎
が
提

唱
し
た
自
由
画
教
育
は
「
児
童
自
身
の
描
き
た
い
も
の
を
描
か
せ
、
児
童
自
身
に
表
現
を

追
究
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
」
も
の
と
し
て
評
価
が
高
ま
り
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）

年
二
月
に
は
宮
城
県
女
子
師
範
学
校
附
属
小
学
校
で
県
内
初
の
児
童
自
由
画
展

二
が
開
か

れ
た
と
あ
る
。
そ
の
画
展
も
教
師
を
目
指
す
生
徒
で
あ
っ
た
小
野
さ
つ
き
に
影
響
を
与
え

た
は
ず
で
あ
る
。

『
教
授
日
録
』
の
一
九
二
二
年
四
月
七
日
の
四
時
限
の
部
分
に
は
、小
野
さ
つ
き
訓
導
が
、

尋
常
科
四
年
生
の
担
任
児
童
に
対
し
て「
図
画
」の
初
回
授
業
「
自
然
物
の
写
生
」
を
行
っ

た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
山
形
寛『
日
本
美
術
教
育
史
』に
よ
れ
ば
、当
時
の「
図
画
」

の
学
習
は
、
全
国
的
に
は
ま
だ
、「
臨
画
」
が
主
体
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
小
野
訓
導

の
実
践
は
、
そ
れ
ら
と
は
異
質
で
先
進
的
な
も
の
だ
っ
た
。
三
月
に
宮
城
県
女
子
師
範
学

校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
新
任
小
野
訓
導
が
児
童
の
自
発
的
活
動
を
促
す
よ
う
な
「
自

然
物
写
生
」「
校
外
写
生
」
を
授
業
に
取
り
入
れ
た
の
は
、
宮
城
県
女
子
師
範
学
校
時
代

に
鑑
賞
し
た
児
童
自
由
画
展
、
そ
し
て
、
宮
城
県
内
の
教
育
の
動
向
か
ら
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

本
資
料
は
、大
正
新
教
育
研
究
に
お
い
て
自
由
画
教
育
の
二
つ
の
価
値
を
有
し
て
い
る
。

一
つ
は
、
山
形
寛
が
『
日
本
美
術
教
育
史
』
で
、
同
書
出
版
の
一
九
六
七
（
昭
和

四
十
二
）
年
の
時
点
で
、
今
日
に
至
る
ま
で
も
な
お
影
響
を
残
し
て
い
る
と
述
べ
る

三
自

由
画
教
育
運
動
に
つ
い
て
、
公
立
小
学
校
で
の
実
践
の
具
体
的
姿
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
そ
の
同
時
期
に
、
東
京
で
「
自
由
画
教
育
」
の
実
践
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

は
知
ら
れ
て
い
る
。
林
曼
麗
に
よ
れ
ば
、
東
京
市
浅
草
区
（
現
台
東
区
）
の
千
束
尋
常
小

学
校
の
杉
本
茂
晴
訓
導
が
自
由
画
の
実
践
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
時
期
の
児
童
作
品
も
発

見
さ
れ
た

四
。
林
の
研
究
は
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で
自
由
画
教
育
は
理
念
だ
け
で
、
公
立

校
や
師
範
附
属
で
の
本
格
的
な
実
践
展
開
が
な
く
、
数
校
程
度
の
私
学
で
行
わ
れ
て
い
た

の
み
だ
と
言
わ
れ
た
そ
れ
ま
で
の
定
説

五
を
、
発
見
さ
れ
た
児
童
作
品
と
杉
本
訓
導
の
実

践
に
よ
っ
て
覆
す
も
の
で
あ
っ
た
。

今
回
の
資
料
『
教
授
日
録
』
は
、
自
由
画
教
育
運
動
は
既
に
宮
城
県
仙
南
地
域
の
小

学
校
に
は
影
響
を
与
え
て
お
り
、
新
任
訓
導
に
よ
っ
て
さ
え
、
日
常
的
に
実
践
が
行
わ
れ

て
い
た
と
示
し
て
い
る
。
当
時
、
自
由
画
教
育
運
動
は
東
北
圏
内
に
も
広
が
っ
て
い
た
。

蜂
谷
昌
之
は
自
由
画
教
育
の
全
国
的
展
開
に
つ
い
て
「
新
聞
紙
上
に
記
録
さ
れ
た
「
児
童

自
由
画
展
覧
会
」
の
記
録
を
調
査
し
、「
歴
史
記
録
と
大
正
期
の
学
校
単
位
の
児
童
作
品

群
も
学
校
単
位
で
発
掘
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

六
」、
及
び
「
児
童
作
品
」
と
「
学
校

で
の
実
践
」
を
「
新
聞
紙
上
の
記
録
か
ら
追
跡
で
き
る
可
能
性
を
述
べ
て
い
る
。
本
稿
で

取
り
上
げ
る
『
教
授
日
録
』
は
、
そ
れ
に
該
当
す
る
と
い
え
る
。

も
う
一
つ
は
、
自
由
画
教
育
の
記
録
が
あ
る
『
教
授
日
録
』
は
、
初
め
て
の
発
見
だ
と

い
う
点
で
あ
る
。
杉
本
訓
導
の
浅
草
区
千
束
小
学
校
の
実
践
は
、
児
童
ら
の
作
品
が
大
量

に
み
つ
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
そ
の
実
践
の
質
が
証
明
さ
れ
、
本
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い

う
「
回
想
」
に
も
と
づ
い
て
そ
の
具
体
的
な
姿
が
再
現
さ
れ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
時
点

で
教
師
が
作
成
し
て
い
た
『
教
授
日
録
』
や
教
案
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

近
年
長
野
県
上
田
市
立
神
川
小
学
校
に
昭
和
初
期
の
児
童
の
自
由
画
作
品
が
保
存
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
、
山
本
鼎
が

同
校
で
「
児
童
自
由
画
の
奨
励
」
と
題
し
て
講
演
し
、
翌
年
に
「
第
一
回
児
童
自
由
画
展

覧
会
」
を
開
催
し
、
同
校
は
「
児
童
自
由
画
教
育
」
拠
点
と
な
っ
て
い
た

七
。
但
し
、
同

校
に
『
教
授
日
録
』
や
教
案
に
該
当
す
る
も
の
が
保
存
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
筆
者

に
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

一
方
、大
正
新
教
育
の
実
践
の
具
体
的
な
内
容
を
示
し
た
教
案
は
、鈴
木
そ
よ
子
に
よ
っ

て
東
京
市
本
所
区
（
現
墨
田
区
）
の
横
川
小
学
校
の
も
の
が
発
掘
さ
れ
て
い
る

八
。
但
し
、
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図
画
教
育
の
も
の
で
は
な
く
、「
第
二
学
年
女
一
組
読
方
教
育
案
」（
担
任

林
フ
ジ
）

「
一
九
二
九
年
十
一
月
十
三
日
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
輔
導
案
（
授
業
計
画
）
一
覧
」
と
し
て
、

「
図
画
教
育
輔
導
案
」
五
年
「
美
し
い
果
物
の
水
彩
写
生
」
が
あ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
小
野
訓
導
の
『
教
授
日
録
』
は
、
大
正
新
教
育
の
具
体
的
な
様
子

を
示
す
初
め
て
発
見
さ
れ
た
日
々
の
記
録
で
あ
り
、
自
由
画
教
育
に
留
ま
ら
ず
、
大
正
新

教
育
の
資
料
と
し
て
た
い
へ
ん
貴
重
な
価
値
を
有
し
て
い
る
。

公
立
小
学
校
に
お
け
る
大
正
新
教
育
は
、
玉
川
大
学
に
よ
り
一
九
六
九
年
か
ら

一
九
七
一
年
に
か
け
て
『
新
教
育
百
年
史
』
が
刊
行
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
今
な
お
、

あ
ま
り
具
体
的
な
姿
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
鈴
木
和
正
は
、
公
立
小
学
校
の
実
践

の
研
究
が
、
地
域
限
定
的
で
あ
る
こ
と
を
も
批
判
し
、「
こ
れ
ま
で
「
新
教
育
」
に
関
す

る
研
究
は
、
こ
れ
ら
指
導
的
な
理
論
家
及
び
一
部
の
附
小
、
私
立
小
学
校
が
中
心
で
、
公

立
小
学
校
の
「
新
教
育
」
実
践
に
つ
い
て
は
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。「
大

正
自
由
教
育
」
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た[
大
正
新
教
育
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

る]

中
野
光
で
さ
え
も
、
一
般
の
公
立
小
学
校
に
は
依
然
と
し
て
古
い
教
育
体
制
が
支
配

的
で
あ
っ
た

九
」（[

]

内
は
引
用
者
加
筆
）
と
指
摘
し
、
公
立
小
学
校
の
大
正
新
教
育
の

実
践
の
研
究
を
進
め
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る

一
〇

。

そ
の
意
味
で
は
、
本
資
料
は
、
林
、
鈴
木
そ
よ
子
の
示
し
た
も
の
と
は
異
な
る
資
料
で

あ
り
、
ま
た
鈴
木
和
正
の
指
摘
す
る
研
究
の
欠
を
埋
め
る
一
つ
の
資
料
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
。

本
稿
で
は
、
小
野
訓
導
が
「
写
生
」
の
時
間
に
殉
職
し
た
と
い
う
点
も
ふ
ま
え
、
彼
女

の
残
し
た
『
教
授
日
録
』
の
中
か
ら
「
図
画
」
の
時
間
（
一
九
二
二
年
四
月
か
ら
七
月
ま

で
行
わ
れ
た
十
一
回
の
授
業
）
に
つ
い
て
全
て
翻
刻
し
、
考
察
し
た
。

一
、
小
野
さ
つ
き
訓
導
の
記
し
た
『
小
学
校
教
授
日
録
』

一
九
二
二
年
四
月
に
蔵
王
町
立
宮
尋
常
高
等
小
学
校
に
赴
任
し
た
小
野
訓
導
は
、

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
四
月
か
ら
十
一
年
三
月
ま
で
の
四
年
間
、
宮
城
県
女
子
師
範
学

校
（
以
下
、「
女
子
師
範
」）
で
学
ん
だ
。
県
内
初
の
児
童
自
由
画
展
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、

女
子
師
範
第
三
学
年
に
在
籍
し
て
い
た
一
九
二
一
年
二
月
十
九
日
、
二
十
日
で
あ
っ
た
。

中
野
光
の
『
大
正
自
由
教
育
の
研
究
』

一
一

に
は
、
自
由
画
教
育
を
行
い
つ
つ
あ
る
学
校

と
し
て
「
宮
城
師
範
付
小
」
を
あ
げ
て
お
り
、
付
属
小
第
四
学
年
で
教
生
を
し
た
と
い
う

小
野
訓
導
は
現
場
で
も
自
由
画
教
育
に
ふ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

小
野
訓
導
を
取
り
巻
く
当
時
の
女
子
師
範
の
様
子
に
つ
い
て
、
当
時
の
雰
囲
気
を
伝
え

る
卒
業
者
の
回
想
が
あ
る
。

「
入
学
当
時
の
校
長
は
伊
東
武

一
二

、校
内
に
は
き
わ
め
て
厳
格
な
訓
練
主
義
的
空
気
が
満
ち
て
い
た
。

『
作
法
の
時
間
』
な
ど
の
礼
法
指
導
は
微
に
わ
た
り
、
校
内
に
お
け
る
座
作
進
退
、
寄
宿
舎
の
日
常

生
活
な
ど
で
も
一
々
細
か
い
規
矩
に
従
っ
て
徹
底
し
た
躾
が
励
行
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
と
こ

ろ
に
、
秋
葉
馬
治
校
長

一
三

が
来
任
し
、
校
内
の
空
気
は
一
変
し
た
。
い
か
に
も
自
由
で
の
び
の
び

し
た
雰
囲
気
が
か
も
し
出
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
う
い
う
中
に
小
野
さ
つ
き
訓
導
の
よ
う
な
女
教
師

が
そ
だ
っ
て
い
っ
た

一
四

。

こ
の
回
想
に
拠
れ
ば
、
伊
東
武
校
長
の
も
と
で
の
「
き
わ
め
て
厳
格
な
訓
練
主
義
的
空

気
」
か
ら
秋
場
馬
治
校
長
に
な
っ
て
「
い
か
に
も
自
由
で
の
び
の
び
し
た
雰
囲
気
が
か
も

し
出
さ
れ
て
い
た
」
と
あ
る
。
学
生
生
活
の
中
で
、
当
時
の
教
育
界
が
目
指
そ
う
と
し
て

い
た
も
の
に
出
会
い
、
小
野
訓
導
の
実
践
を
方
向
づ
け
る
も
の
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
―
一
『
小
学
校
教
授
日
録
』
に
つ
い
て

『
教
授
日
録
』
は
、表
紙
に
、三
行
の
分
か
ち
書
き
（
行
分
け
）
で
「
大
正
十
一
年
四
月
、

尋
常
科
第
四
学
年
、
担
任

小
野
さ
つ
き
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
行
を
変
え
て
「
小
学
校
教

授
日
録
其
ノ
一
」
と
あ
る
。「
其
ノ
二
」
以
降
が
な
い
の
は
、
小
野
訓
導
が
殉
職
し
た
た

め
で
あ
る
が
、
学
期
ご
と
に
教
授
日
録
が
綴
じ
ら
れ
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
情
報
が

な
い
。
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翻
刻
し
た
『
教
授
日
録
』
に
は
「
大
正
新
教
育
」
の
影
響
が
現
れ
て
い
る
。
一
九
二
二

年
四
月
七
日
、「
図
画
」
の
初
回
授
業
で
小
野
訓
導
は
「
自
然
物
写
生
」
を
さ
せ
て
い
る

の
を
皮
切
り
に
、
小
野
訓
導
が
行
っ
た
図
画
の
授
業
の
日
録
（
今
日
で
言
う
日
案
に
相
当

す
る
）（
図
画
十
一
回
分
）の
ほ
と
ん
ど
に
大
正
新
教
育
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
主
任
」
小
野
訓
導
の
印
鑑
の
陰
影
が
、
毎
日
き
れ
い
に
、
決
ま
っ
た
場
所
に
押
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
も
な
い
こ
と
か
ら
、
日
々
の
忙
し
い
勤
務
の
前
か
前
日
に
作
成
さ
れ
た
と
見

ら
れ
る
。
永
年
保
存
文
書
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
担
任
を
し
た
そ
の
年
度
ご
と
で
使
用
さ

れ
、
授
業
の
進
行
状
況
を
記
録
し
、
実
践
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

亡
く
な
っ
た
翌
日
の
七
月
八
日
（
土
）
以
降
の
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
、

遅
く
て
も
授
業
前
ま
で
に
作
成
さ
れ
、
授
業
前
に
検
印
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、「
五

実
施
」「
五

不
実
施
」
と
い
う
記
載
が
七
月
六
日
ま
で
は
あ
り
な
が
ら
、

七
月
七
日
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
一
日
の
実
践
が
終
了
す
る
と
、
こ
の

「
五
」
が
、
記
入
さ
れ
て
い
く
と
い
う
し
く
み
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
七
月
七
日
に
殉

職
し
た
こ
と
で
、こ
の
記
述
が
な
い
が
、五
時
限
目
の
手
工
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
こ
ま
で
の
予
定
が
あ
ら
か
じ
め
書
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、「
不
実
施
」
が

授
業
の
う
ち
の
「
何
を
」「
ど
の
く
ら
い
」
示
す
の
か
、
現
段
階
で
は
明
確
で
は
な
い
。

具
体
的
に
は
、以
下
の
よ
う
に
、週
の
冒
頭
で
【
例
１
】
の
よ
う
な
書
式
に
な
っ
て
い
て
、

こ
れ
が
、
毎
週
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

【
例
１
】

第
□
週

自

□
月
□
日

　
　
　
　

至

□
月
□
日

校
長
㊞
（
我
妻
）　　

教
務
㊞
（
佐
藤
）　　

主
任
㊞
小
野

続
い
て
、
着
任
当
初
は
、「
第
何
時
科
目
名
」「
一
、
教
材
」「
一
、
主
眼
点
」「
一
、
教
法
」

「
一
、
整
理
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
後
に
翻
刻
す
る
「
四
月
七
日
金
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
の
後
、「
四
月
十
八
日
以
降
」
に
は
、
書
式
が
【
例
２
】
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
「
一
、

教
材
」「
二
、
主
眼
点
」「
三
、（
空
白
）」「
四
、
教
法
」「
五
、
実
施
（
ま
た
は
、
不
実
施
）」

と
記
さ
れ
、
変
更
し
た
こ
の
書
式
が
継
続
し
て
い
る
。
当
日
の
も
の
を
例
と
し
て
、
第
一

教
授
日
録
は
、
週
単
位
で
書
か
れ
て
お
り
、
週
の
初
め
の
日
（
多
く
は
月
曜
日
）
と
週

の
最
終
日
（
多
く
は
土
曜
日
）
が
、
最
初
に
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
授
業
前
に
週
単

位
、ま
た
は
、前
日
ま
で
に
案
を
作
成
し
、「
校
長
」「
教
務
（
主
任
）」「
主
任
（
担
任
自
身
）」

が
検
印
を
押
し
、授
業
後
に
「
実
施
」「
未
実
施
」
備
考
を
書
き
入
れ
て
い
く
体
裁
を
と
っ

て
い
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
毎
日
行
わ
れ
る
授
業
の
計
画
に
つ
い
て
、
事
前
に
校
長

と
教
務
主
任
か
ら
承
認
を
得
た
記
録
簿
で
あ
り
、
公
的
記
録
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
小
野
訓
導
以
外
が
朱
書
き
等
で
指
導
を
加
え
た
な
ど
の
部
分
は
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
授
業
実
践
に
つ
い
て
教
授
日
録
を
使
っ
て
、
口
頭
で
指
導
を
受
け
て
い
た

と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
「
校
長
印
」
が
抜
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
、「
教
務
」
佐
藤
訓
導
、
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時
及
び
、
第
四
時
を
掲
げ
る
。
以
下
の
（

）
内
は
、
筆
者
。

【
例
２
】

四
月
十マ

マ七
日

火

㊞
佐
藤　
　

㊞
小
野
（「
四
月
十
八
日
」
の
誤
記
）

第
一
時

読
方

一
、
教
材

第
四

潮
干
狩　
　

自

九
頁
三
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

至

十
一
頁
八
行

二
、
主
眼
点

　
　

全
課
ノ
大
体
ノ
意
義
ヲ
把
捉
セ
シ

　
　

メ

合
セ
テ
本
時
ノ
教
材
タ
ル

　
　

自

九
頁
三
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ
稍
々
深
キ
形

　
　

至

十
一
頁
八
行　
　
　

　
　

式
ニ
カ
タ
ラ
イ
タ
ル
内
容
ヲ
把
捉
サ
セ
タ
イ

三
、

四
、
教
法

１
、
全
課
通
読

一
人

２
、
本
時
教
材

個
読
二
人

３
、
全
課
大
体
ノ
内
容
把
捉

４
、
本
時
ノ
内
容
把
捉

五
、
実
施

第
二
時

体
操
、（
引
用
に
あ
た
っ
て
省
略
）

第
三
時

算
術
、（
引
用
に
あ
た
っ
て
省
略
）

第
三マ

マ

時
、
綴
方
、（「
第
四
時
」
の
誤
記
）

一
、
教
材

　
　

前
回
ニ
於
イ
テ
作
リ
タ
ル
モ
ノ
ゝ
稍
々
良

　
　

好
ナ
ル
モ
ノ
、

二
、
主
眼
点
、

他
人
ノ
モ
ノ
ヲ
観
賞
ス
ル
コ
ト
ニ
ヲ
イ
テ

批
評
眼
ヲ
養
フ
ト
同
時
ニ
反
省

ヲ
促
シ
タ
イ

三
（
↑
修
正
液
の
よ
う
な
も
の
で
白
く
削
除
）

四
、
教
法
、

１
、
範
読
、

２
、
作
者
ノ
立
場
ニ
ナ
ッ
テ
批
評

　
　
　

ス
ル
、

五
、
実
施
、

（
こ
の
日
「
第
五
時
裁
縫
」
が
あ
っ
た
か
は
不
明
）

『
教
授
日
録
』
全
体
か
ら
、
小
野
訓
導
に
よ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
な
用
語
（「
教
法
」「
方

法
」「
机
間
巡
視
」「
採
答
」「
理
論
」）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
四
点
だ
け

あ
げ
て
お
く
。
以
下
の
用
語
が
師
範
学
校
単
位
や
県
単
位
、
ま
た
は
慣
例
と
し
て
、
当
時

の
教
育
界
で
継
続
し
て
あ
る
時
期
、
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

①
「
教
法
」
と
書
か
れ
て
い
る
時
と
「
方
法
」
と
書
か
れ
て
い
る
時
が
あ
る
。
混
在
し
て

使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

②
「
机
間
巡
視
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
、「
机
間
指
導
」
に
変
化
し
て
い
る
が

一
九
二
二
年
の
こ
の
時
期
「
机
間
巡
視
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

③
「
採
点
」
ま
た
は
、
答
え
合
わ
せ
の
意
味
で
「
採
答
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

④
「
理
論
」
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
用
し
て
い
た
の

か
不
確
定
で
現
在
と
異
な
る
使
用
法
と
思
わ
れ
る
。
第
一
回
目
の
授
業
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
時
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
説
明
」「
紹
介
」
に
近
い
使
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わ
れ
方
も
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

一
―
二

金
曜
日
の
第
四
時
「
図
画
」

『
教
授
日
録
』
の
表
見
返
し
に
、
以
下
の
よ
う
な
時
間
表
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

時
間
表
に
沿
っ
て
、
授
業
が
な
さ
れ
て
い
く
が
、
一
九
二
二
年
度
は
四
月
四
日
（
火
）
に

開
始
、授
業
は
翌
四
月
五
日
（
水
）
か
ら
で
あ
る
。
四
月
七
日
（
金
）
の
第
四
時
が
「
図
画
」

の
初
回
で
あ
る
。
以
後
、
四
月
二
十
八
日
に
は
、
第
四
時
、
第
五
時
と
二
コ
マ
を
連
続
さ

せ
て
同
一
科
目
の
「
図
画
」
に
し
て
い
る
。
教
科
の
性
質
上
、
作
品
を
仕
上
げ
る
た
め
の

時
間
調
整
や
「
観
賞
」
の
た
め
の
時
間
と
す
る
こ
と
を
予
定
し
、
第
五
時
の
「
手
工
」
と

調
整
し
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

月

修
身

読
方

理
科

珠
算

書
方

火

読
方

体
操

算
術

綴
方

裁
縫

水

読
方

算
術

体
操

理
科

唱
歌

木

修
身

算
術

読
方

書
方

裁
縫

金

読
方

算
術

体
操

図
画

手
工

土

算
術

綴
方

読
方

書
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
表
１

時
間
表
】

小
野
訓
導
の
「
図
画
」
の
授
業
の
初
回
（
四
月
七
日
）
は
「
写
生
」
で
あ
り
、
殉
職
し

た
七
月
七
日
ま
で
の
十
一
回
の
授
業
を
順
に
追
っ
て
も
「
臨
画
」
の
指
導
は
み
ら
れ
な
い
。

二
、
小
野
さ
つ
き
訓
導
が
記
録
し
た
「
図
画
」
の
授
業

以
下
に
、『
教
授
日
録
』
の
う
ち
の
「
図
画
」
だ
け
を
取
り
上
げ
、日
付
順
に
翻
刻
す
る
。

尚
、
本
人
が
修
正
し
た
部
分
は
、
修
正
後
の
も
の
を
あ
げ
た
が
、
第
一
回
の
み
「
自
分
」

を
「
主
観
」
に
書
き
か
え
て
い
る
た
め
、「
自
分
」
を
二
重
線
で
消
し
て
掲
げ
た
。「
五
月

十
二
日
」「
六
月
二
日
」
は
授
業
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
の
で
、
そ
の
こ
と
を
網
掛
し
て
示

し
た
。「
第
○
回
○
月
○
日
」「
↑
授
業
回
数
外
」
は
翻
刻
で
付
加
し
た
。

第
一
回

四
月
七
日

第
四
時

図
画

一
、
教
材
、
自
然
物

写
生

一
、
主
眼
点
、

　
　

自
然
物
写
生
ニ
ヨ
ツ
テ

自
分

主
観

　
　

ニ
重
ニ
シ
タ
ル

製
作
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
ニ
ア
リ
□
、

一
、
教
法
、

１
、
児
童
□
意
場
所
ヲ
選
ビ
テ

　
　
　

写
生
ス

２
、
教
師
、
児
童
ノ
問
ヲ
メ
グ
リ
テ

　
　
　

暗
示
ヲ
ア
ト
フ

３
、
自
己
観
賞
、
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一
、
整
理
、

　
　

児
童

製
作
物
提
出
、

第
二
回

四
月
十
四
日

第
四
時

図
画
、

野
外
写
生
、

一
、
主
眼
点
、

　
　

客
観
物
ヲ
通
シ
テ
自
己
ヲ
見
出
サ
セ
タ
イ
、

一
、
教
法
、

１
、
児
童
題
材
選
択
、

２
、
教
師
、
巡
回
シ
テ
暗
示
ヲ
ア
ト
ウ
、

３
、
自
己
、
観
賞
、

一
、
整
理

　
　

創
作
物
提
出
、

第
三
回

四
月
二
十
一
日

第
四
時

図
画
、

一
、
野
外
写
生
、

二
、
適
較
ニ
自
然
物
ヲ
見
ル
習
慣
ヲ

　
　

養
ヒ

ソ
レ
ガ
発
表
ヲ
十
分
ナ
ラ
シ
メ

　
　

タ
イ

三
、

四
、１

、
材
料
、
選
択
、
児
童
自
身
、

２
、
児
童
ノ
間
ヲ
巡
視
シ
テ
、
暗
示
、

３
、
自
己
観
賞

４
、
提
出
、

五
、
実
施
、

第
四
回

四
月
二
十
八
日

第
四
時
、
図
画
、

一
、
野
外
写
生
、

二
、
自
由
ニ
自
然
物
ヲ
取
リ
入
レ
サ
セ
テ

　
　

思
フ
存
分
ニ
画
カ
セ
タ
イ
、

四
、
１
、
題
材
発
見
、

　
　

２
、
創
作
、

　
　

３
、
暗
示
、

　
　

４
、
整
理
、
提
出
、

五
、
実
施
、

第
五
回

同
月
同
日
（
二
時
間
続
き
）

第
五
時

図
画
、

観
賞
授
業
、

一
、
前
時
ニ
創
作
シ
タ
ル
モ
ノ
、

二
、
他
ノ
モ
ノ
ヲ
観
賞
ス
ル
コ
ト
ニ
ヨ
リ
テ
、

　
　

観
賞
眼
ヲ
養
ヒ
、
合
セ
テ
、
反
省

　
　

ヲ
促
シ
タ
イ
、

五
、
不
実
施
、

第
六
回

五
月
五
日

第
四
時

図
画
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一
、
野
外
写
生
（
屋
内
写
生
）

五
、
不
実
施

五
月
十
二
日
、
金
、
↑
授
業
回
数
外

　
　
一
、
尋
三
以
下

授
業
、

　
　

尋
四
以
上

休
業
、

第
七
回

五
月
十
九
日

第
四
時
図
画
、

一
、
野
外
写
生
、

五
、
不
実
施
、

第
八
回

五
月
二
十
六
日

第
四
時

図
画

一
、
野
外
写
生
、

五
、
不
実
施
、

六
月
二
日
金

↑
授
業
回
数
外

一
、
害
虫
駆
除

第
九
回

六
月
二
十
三
日

第
四
時

図
画
、

一
、
写
生
、

五
、
実
施
、

第
一
〇
回

六
月
三
〇
日

第
四
時

図
画

鑑
賞
授
業
、

一
、
前
時
ニ
取
リ
扱
ヒ
タ
ル
成
績
物

二
、
観
賞
眼
ヲ
養
フ
ニ
ア
リ
、

　
　
　
　
　

四
、
１
、
作
者
ノ
立
場
、

　
　

２
、
自
己
ニ
フ
リ
カ
ツ

（
マ
マ
）テ

五
、
実
施
、
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第
十
一
回

七
月
七
日

話
題
に
な
る
が
、
そ
の
日
以
前
に
も
「
野
外
写
生
」
は
学
校
で
許
可
さ
れ
、
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
改
め
て
わ
か
る
。

「
不
実
施
」
と
書
か
れ
て
い
る
五
月
五
日
に
は
『
学
校
日
誌
』
の
天
候
欄
を
見
る
と
「
一

時
雨
」
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
時
間
帯
に
雨
模
様
だ
っ
た
か
、
雨
の
為
に
ぬ
か
る
ん

で
い
て
、
野
外
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
雨
が
「
不
実
施
の
一
因
」
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
五
月
十
九
日
、
二
十
六
日
は
、「
不
実
施
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
そ
れ

以
上
の
記
載
が
な
く
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
天
候
に
つ
い
て
は
は
両
日
と
も「
晴
」と
あ
る
。

（
二
）「
図
画
」
の
全
回
分
教
授
日
録
の
う
ち
、
授
業
の
「
主
眼
点
」
に
注
目
す
る
と
、「
客

観
物
ヲ
通
シ
テ
自
己
ヲ
見
出
サ
セ
タ
イ
」（
図
画
第
二
回
・
四
月
十
四
日
）
と
あ
る
。
同

日
第
五
時
の
「
手
工
」
の
「
主
眼
点
」
は
「
小
供
（
マ
マ
）
ノ
日
常
生
活
ノ
中
カ
ラ
題
材

ヲ
自
由
ニ
見
出
サ
シ
メ
モ
ツ
テ
自
由
ニ
創
作
サ
セ
タ
イ
」（
手
工
第
二
回
・
四
月
十
四
日
）

と
あ
る
。
児
童
が
自
己
を
見
い
だ
す
、
題
材
を
自
由
に
見
い
だ
す
と
い
う
主
眼
点
は
、
新

教
育
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
小
野
訓
導
自
身
の
教
育
観
が
表
れ
て
い
る

点
だ
と
も
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
解
明
に
努
め
た
い
。

次
の
週
に
は
「
自
然
物
ヲ
見
ル
習
慣
ヲ
養
ヒ
（
後
略
）」（
図
画
第
三
回・四
月
二
十
一
日
）

と
記
述
し
て
い
る
。
そ
れ
は
鑑
賞
眼
や
審
美
眼
に
繋
が
る
も
の
の
育
成
と
考
え
ら
れ
る
。

見
る
と
い
う
習
慣
と
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
見
る
」
こ
と
を
継
続
し
習
慣
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鍛
え
ら
れ
て
い
く
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

四
月
二
十
八
日
の
図
画
は
連
続
二
時
間
に
し
て
行
い
、
第
五
時
間
目
に
は
「
他
ノ
モ
ノ

ヲ
観
賞
ス
ル
コ
ト
ニ
ヨ
リ
テ
観
賞
眼
ヲ
養
ヒ
、
合
セ
テ
、
反
省
ヲ
促
シ
タ
イ
」
と
い
う
観

賞
の
時
間
を
設
け
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
「
五
、
不
実
施
」
と
あ
り
、
こ
の
時
の
観
賞

の
授
業
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
記
述
は
、
山
本
鼎
の
自
由
画
教
育
の
精
神
に
通
じ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

山
形
寛
の
整
理
に
拠
れ
ば

一
五

、
山
本
鼎
は
、「
従
来
の
小
中
学
の
写
生
画
な
る
も
の
は

多
く
な
ほ
、
示
範
教
育
の
成
績
で
、
今
日
の
自
由
画
教
育
の
写
生
と
は
発
生
の
態
を
異
に

第
四
時

図
画

一
、
野
外
写
生

二
、

四
、
１
、
場
所
ヲ
選
択

　
　

２
、
写
生

　
　

３
、
暗
示

　
　

４
、
整
理

五
、

三
、
図
画
の
授
業
内
容
に
つ
い
て

二
で
の
翻
刻
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
図
画
の
授
業
内
容
に
つ
い
て
、
気
づ
い
た
点
を
掲

げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
一
）
野
外
写
生
は
四
月
十
四
日
、
二
十
一
日
、
二
十
八
日
、
七
月
七
日
の
四
回
行
わ
れ
て

い
る
。
殉
職
の
件
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
き
に
は
、「
七
月
七
日
の
野
外
写
生
」
だ
け
が

佐藤　久恵
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し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。」「
自
由
画
教
育
と
は
リ
ア
リ
ズ
ム
に
建

（
マ
マ
）っ

て
居
る
。
絵
画
史
上

の
リ
ア
リ
ズ
ム
で
は
な
く
、
た
だ
、
各
々
の
眼
で
見
よ
、
各
々
の
魂

た
ま
し
ひで

見
よ
各
々
の
趣
味

で
統す

べ
よ
、と
い
ふ
哲
学
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
だ
。」と
述
べ
て
い
る
。（「
マ
マ
」は
、引
用
者
。）

殉
職
ま
で
の
短
い
実
践
で
は
あ
っ
た
が
、
小
野
訓
導
が
自
ら
の
実
践
に
お
い
て
大
切
に

し
て
い
た
こ
と
の
一
つ
が
「
見
る
事
の
習
慣
」
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
作
品
を

見
る
力
や
見
る
目
を
持
た
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
に
わ
か
る
。

ま
た
、
時
間
表
の
組
み
方
か
ら
は
「
図
画
」
と
「
手
工
」
の
時
間
を
、
時
に
は
ど
ち
ら

か
の
科
目
だ
け
と
し
て
連
続
し
て
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
時
間
表
を
作
成
し
た

こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
金
曜
日
」
の
最
終
時
間
に
そ
れ
ら
を
持
っ
て
き
た
こ

と
で
自
由
さ
や
解
放
感
、
ま
た
時
間
に
と
ら
わ
れ
ず
に
制
作
で
き
る
時
間
を
構
想
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。『
教
授
日
録
』
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
写
生
し
、
制
作

物
を
観
賞
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
野
外
写
生
を
し
、
制
作
物
を
観
賞
す
る
と
い
う
こ
と
を

セ
ッ
ト
に
し
た
授
業
を
入
れ
込
む
工
夫
を
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

四
、
当
時
の
図
画
教
育
の
動
向
か
ら
見
た
小
野
さ
つ
き
訓
導

小
野
訓
導
の
自
由
画
教
育
実
践
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
当
時
使
用
さ
れ
て
い
た
図
画

教
科
書
の
歴
史
に
つ
い
て
ふ
れ
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。
山
形
寛

一
六

に
拠
れ
ば
、
自
由
画

教
育
が
山
本
鼎
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
の
は
『
新
定
画
帖
』（
明
治
四
三
年
発
行
）
使
用

時
期
で
あ
っ
た
が
、
臨
画
教
育
か
ら
、
記
憶
画
・
写
生
画
教
育
へ
の
転
換
を
図
っ
た
『
新

定
画
帖
』
は
、
学
校
現
場
で
は
教
科
書
と
し
て
採
用
さ
れ
に
く
く
、
以
前
か
ら
用
い
ら
れ

て
い
た
『
毛
筆
画
帖
』
が
あ
い
か
わ
ら
ず
使
わ
れ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
実
践
自
体
は
臨
画

か
ら
抜
け
ら
れ
な
い
状
態
が
教
育
現
場
に
継
続
し
て
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

小
野
訓
導
の
実
践
は『
新
定
画
帖
』が
出
て
十
年
く
ら
い
の
時
期
で
あ
る
。『
毛
筆
画
帖
』

な
ど
の
教
科
書
に
基
づ
く
「
臨
画
」
の
実
践
で
は
な
く
、一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
『
小

学
図
画
』
が
発
行
さ
れ
る
ま
で
の
、中
間
く
ら
い
の
時
期
で
の
実
践
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

具
体
的
に
は
関
東
大
震
災
の
前
年
で
あ
る
。

そ
の
同
時
期
に
東
京
浅
草
区
千
束
尋
常
小
学
校
で
杉
本
訓
導
が
「
自
由
画
教
育
」
を

模
索
し
な
が
ら
慎
重
に
取
り
入
れ
て
い
く

一
七

様
子
は
、
小
野
訓
導
の
実
践
模
索
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
た
様
子
と
重
な
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
成
果

を
上
げ
る
前
に
小
野
訓
導
が
亡
く
な
り
、
当
時
の
児
童
の
作
品
も
現
時
点
で
は
確
認
で
き

て
い
な
い
。

杉
本
訓
導
の
図
画
学
習
の
実
践
は
、
そ
の
授
業
方
法
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。
基
礎
的
な

指
導
か
ら
丁
寧
に
行
い
、
デ
ッ
サ
ン
力
を
養
い
、
そ
の
後
、
色
の
出
し
方
、
紙
の
選
び
方

に
も
工
夫
を
凝
ら
す
よ
う
に
し
む
け
、
児
童
ら
に
工
夫
す
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
児
童
に
作
品
の
相
互
鑑
賞
、
批
評
も
行
わ
せ
て
い
る
。
杉
本
訓
導
は
、
一
九
二
一

年
一
〇
月
か
ら
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
二
月
十
一
日
ま
で
千
束
尋
常
小
学
校
で
約
一

年
半
指
導
し
て
お
り
、
小
野
訓
導
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
っ
た
。「
図
画
学
習
を
は
じ
め
た

時
点
で
は
山
本
鼎
と
直
接
接
し
て
は
お
ら
ず
、
山
本
の
著
作
『
自
由
画
教
育
』
を
読
ん
で

少
し
要
領
を
得
て
い
た
程
度
だ
っ
た
」
と
い
う

一
八

。

小
野
訓
導
の
実
践
は
杉
本
訓
導
の
実
践
に
通
じ
る
部
分
が
大
き
い
と
筆
者
は
判
断
し
て

い
る
。「
生
物
写
生
」
か
ら
始
ま
り
、「
校
外
写
生
」
へ
と
展
開
し
、
授
業
時
間
内
で
制
作

物
の
「
観
賞
」
も
行
っ
て
い
る
。
そ
の
点
は
杉
本
訓
導
と
同
様
で
あ
る
。「
教
授
日
録
」

に
は
、「
鑑
賞
」
で
は
な
く
「
観
賞
」
と
あ
り
、「
批
正
」
を
取
り
入
れ
て
い
る
。「
批
正
」
は
、

辞
書
的
な
意
味
で
は
「
集
団
で
批
評
し
合
っ
て
正
し
て
い
く
」
こ
と
で
あ
る
。
綴
方
教
育

で
は
「
批
正
」
に
つ
い
て
、
賛
否
あ
る
よ
う
だ
が
、「
図
画
」
の
教
科
で
は
、
杉
本
実
践

で
児
童
の
相
互
鑑
賞
（
批
評
会
）
が
行
わ
れ
て
お
り
、
小
野
訓
導
の
実
践
も
、
杉
本
訓
導

と
同
様
の
方
向
で
実
践
を
展
開
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
小
野
訓
導
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
客
観
物
ヲ
通
シ
テ
自
己
ヲ
見
出
サ
セ
タ

イ
」（
図
画
第
二
回
・
四
月
十
四
日
）
と
あ
り
、「
手
工
」
で
も
「
小マ

マ

供
ノ
日
常
生
活
ノ
中

カ
ラ
題
材
ヲ
自
由
ニ
見
出
サ
シ
メ
モ
ツ
テ
自
由
ニ
創
作
サ
セ
タ
イ
」
と
し
て
い
た
。
こ
の

点
も
、
杉
本
訓
導
の
実
践
に
通
じ
る
よ
う
に
筆
者
に
は
思
え
る
。
そ
れ
は
、
杉
本
訓
導
に

対
し
て
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
以
下
の
よ
う
な
部
分
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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「
当
時
の
教
育
は
極
端
な
程
、
画
一
的
注
入
的
で
あ
つ
た
の
で
す
．
全
く
教
師
の
為
に
設
け
ら
れ

た
教
育
で
あ
つ
た
か
の
よ
う
な
感
が
い
た
し
ま
し
た
．
兎
に
角
教
育
の
実
際
が
子
供
本
位
で
な
か

つ
た
の
で
す
．
子
供
の
生
活
を
基
調
と
し
て
考
察
せ
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
す
．
そ
れ
に
私
は
非
常
に

不
満
を
持
ち
、
そ
の
中
か
ら
一
歩
で
も
新
し
い
方
向
に
逃
れ
出
よ
う
と
努
力
し
て
居
つ
た
の
で
あ
り

ま
す
．
そ
れ
や
こ
れ
や
で
子
供
の
図
画
教
育
だ
け
は
、
是
非
共
根
本
的
に
破
壊
し
、
自
由
に
子
供

達
が
新
鮮
な
モ
テ
ィ
ー
フ
を
求
め
描
く
子
供
本
位
の
図
画
教
育
に
甦
つ
た
の
で
あ
り
ま
す

一
九

」

本
稿
で
取
り
上
げ
た
小
野
訓
導
の
『
教
授
日
録
』
の
記
録
は
、
小
野
訓
導
の
図
画
の
実

践
が
「
自
由
画
教
育
」
及
び
「
大
正
新
教
育
」
の
実
践
の
中
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
っ
た
。
今
回
は
『
教
授
日
録
』
全
体
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
小
野
訓

導
の
実
践
の
中
に
は
「
大
正
新
教
育
」
と
い
う
枠
組
で
考
え
ら
れ
る
記
述
が
、
図
画
以
外

に
も
随
所
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
小
野
訓
導
の
実
践
の
質
が
よ
く
留
め
ら
れ
て
い
る
。

小
野
訓
導
の
殉
職
が
、
教
育
関
係
者
、
同
僚
た
ち
、
地
域
の
人
た
ち
に
惜
し
ま
れ
た
理

由
は
、
教
え
子
の
た
め
に
命
を
投
げ
出
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
日
々
の
実
践
が

魅
力
的
な
も
の
で
あ
り
、児
童
に
慕
わ
れ
て
い
た
た
め
、そ
の
喪
失
感
が
極
め
て
大
き
か
っ

た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
る
。

【
謝
辞
】

阿
武
隈
水
系
研
究
会
の
相
原
淳
一
氏
、
あ
ず
ま
街
道
探
訪
会
の
佐
藤
充
氏
、
宮
城
県

白
石
市
蔵
王
町
教
育
委
員
会
及
び
同
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼
社
会
教
育

主
事
佐
藤
洋
一
氏
か
ら
の
特
段
の
ご
配
慮
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
翻
刻
と

大
正
新
教
育
に
お
け
る
美
術
教
育
に
つ
い
て
詳
細
に
ご
助
言
く
だ
さ
い
ま
し
た
立
正
大
学

心
理
学
部
教
授
所
澤
潤
氏
、
全
体
を
熟
読
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
東
京
学
芸
大
学
非
常

勤
講
師
神
部
秀
一
氏
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
宮
城
県
蔵
王
町
教
育
委
員
会
か
ら
掲
載
許
可
「
小
野
さ
つ
き
訓
導
遺
徳
顕
彰
館
所
蔵
資
料

の
掲
載
許
可
（
蔵
教
文
号
外
）
令
和
４
年
12
月
７
日
付
を
頂
い
て
い
ま
す
。）

一

阿
武
隈
水
系
研
究
会
の
相
原
淳
一
氏
、
あ
ず
ま
街
道
探
訪
会
の
佐
藤
充
氏
か
ら
突
然
メ
ー

ル
を
頂
き
、
そ
れ
は
「
令
和
三
年
十
二
月
二
十
六
日
に
宮
城
県
白
石
市
中
央
公
民
館
で
、

佐
藤
洋
一
氏
の
発
表
（「
大
正
11
年
の
宮
小
学
校
と
小
野
さ
つ
き
訓
導
の
授
業
―
小
野
さ
つ

き
訓
導
遺
徳
顕
彰
館
所
蔵
資
料
か
ら
―
」が
あ
る
こ
と
」を
お
知
ら
せ
下
さ
る
も
の
で
し
た
。

同
論
文
は
『
第
十
二
回
阿
武
隈
水
系
研
究
会
発
表
要
旨
集
』
五
九
―
六
二
頁
に
所
収
。
そ

れ
が
貴
重
な
ご
縁
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
し
か
も
遠
隔
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
宮
城
県
白

石
市
蔵
王
町
教
育
委
員
会
及
び
同
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼
社
会
教
育
主
事

佐
藤
洋
一
氏
か
ら
特
別
に
今
回
の
資
料
を
ご
提
供
頂
き
ま
し
た
。

二

山
本
鼎
の
年
譜
『
山
本
鼎

生
誕
一
二
〇
年
展
』
上
田
市
山
本
鼎
記
念
館
、
二
〇
〇
二
、

　
　

一
七
九
頁
に
は
、「
２
月
19
日
―
20
日
、
宮
城
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
で
児
童
自
由
画
展

覧
会
（
同
校
主
催
）
が
開
催
さ
れ
る
。〈
山
本
は
出
席
し
て
い
な
い
〉」
と
あ
る
。
蔵
王
町

教
育
委
員
会
編
『
小
野
さ
つ
き
訓
導
も
の
が
た
り
』、
二
〇
二
一
、八
頁
。『
第
十
二
回
阿
武

隈
水
系
研
究
会
発
表
要
旨
集
』、
二
〇
二
一
、六
四
頁
。
宮
城
県
師
範
と
宮
城
県
女
子
師
範

の
ど
ち
ら
の
附
属
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
の
か
、
筆
者
は
現
段
階
で
確
定
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
。

三

山
形
寛
『
日
本
美
術
教
育
史
』
黎
明
書
房
、
一
九
六
七
、五
〇
八
頁

四

林
曼
麗
『
近
代
日
本
図
画
教
育
方
法
史
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九

五

自
由
画
教
育
運
動
は
一
九
一
九
（
大
正
八
年
）
に
山
本
鼎
ら
に
よ
り
は
じ
ま
り
、
そ
の
後
、

図
画
教
育
の
視
点
か
ら
批
判
も
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
矢
面
に
立
っ
た
山
本
は
一
九
二
八

（
昭
和
三
）
年
、
運
動
を
や
め
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
自
由
学
園
に
勤
務
し
た
こ
と
も
あ
り
、

公
立
校
へ
の
影
響
力
は
低
下
し
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、「
理
念
」
だ
け
だ
と
い
う
解
釈

が
先
行
し
て
い
た
。
東
京
大
学
稲
垣
忠
彦
教
授
の
グ
ル
ー
プ
が
作
品
群
を
発
見
し
た
当
時
、

大
学
院
生
で
あ
っ
た
現
立
正
大
学
教
授
所
澤
潤
氏
は
、
公
立
校
の
実
践
の
成
果
が
初
め
て

見
つ
か
っ
た
と
稲
垣
教
授
が
話
し
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
と
い
う
。

六

蜂
谷
昌
之
「
新
聞
報
道
に
見
る
大
正
期
自
由
画
展
覧
会
―
北
陸
地
方
に
お
け
る
世
界
児
童

自
由
画
展
覧
会
を
中
心
に
ー
」『
美
術
教
育
学
』
第
39
号
、
美
術
科
教
育
学
会
、
二
〇
一
八

七
「
神
川
小
学
校

昭
和
初
期
の
子
ど
も
た
ち
の
絵
―
児
童
自
由
画
教
育
運
動
の
流
れ
を
く

ん
で
―
」
上
田
市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
制
作

佐藤　久恵

小
野
さ
つ
き
訓
導
と
大
正
新
教
育

二
三
九



　
　

https://m
useum

.um
ic.jp/kangaw

a/

（
二
〇
二
二
年
九
月
九
日
確
認
）

八

鈴
木
そ
よ
子「
１
９
２
０
年
代
の
東
京
市
横
川
小
学
校
に
お
け
る
新
教
育
―「
動
的
教
育
法
」

の
実
践
―
」『
教
育
方
法
学
研
究
』
第
16
巻
、
一
九
九
〇
、四
三
頁

九

中
野
光
『
大
正
自
由
教
育
の
研
究
』
黎
明
書
房
、
一
九
六
八
、二
七
〇
頁

一
〇

鈴
木
和
正
「
公
立
小
学
校
に
お
け
る
「
大
正
新
教
育
」
実
践
の
地
域
史
的
研
究
」、
論
文

要
旨
、
二
〇
一
四
、二
頁

一
一

中
野
、
前
掲
、
一
九
六
八
、一
五
三
頁

一
二

宮
城
県
女
子
師
範
学
校
第
二
代
校
長（
官
報
第
二
六
一
七
号（
大
正
十
年
四
月
二
十
五
日
）

の
「
叙
任
及
辞
令
」
欄
（
七
六
三
頁
）
に
「
補
愛
知
県
女
子
師
範
学
校
長

伊
東
武
」、「
以

上
四
月
二
十
二
日
同
（
文
部
省
）」
と
あ
る
。）

一
三

宮
城
県
女
子
師
範
学
校
第
三
代
校
長（
官
報
第
二
六
一
七
号（
大
正
十
年
四
月
二
十
五
日
）

の
「
叙
任
及
辞
令
」
欄
（
七
六
三
頁
）
に
「
九
級
俸
下
賜

秋
葉
馬
治
」「
補
宮
城
県
女

子
師
範
学
校
長

秋
葉
馬
治
」、「
以
上
四
月
二
十
二
日
同
（
文
部
省
）」
と
あ
る
。）

一
四
『
宮
城
県
教
育
百
年
史
』
第
二
巻

五
五
八
頁
、「
大
正
十
二
年
三
月
、
一
部
卒
」
と
あ

る
の
で
小
野
訓
導
の
一
年
後
輩
で
あ
る
。

一
五

山
形
、
前
掲
、
五
〇
〇
頁

一
六

大
正
三
年
か
ら
大
正
九
年
ま
で
宮
城
県
女
子
師
範
学
校
に
在
任

一
七

林
、
前
掲
、
一
三
九
頁
十
三
–
一
五
行
、「
杉
本
は
こ
の
よ
う
に
手
本
を
使
わ
な
い
で
、

つ
ま
り
国
定
教
科
書
（『
新
定
画
帖
』）
な
し
で
、
絵
を
描
く
こ
と
を
や
ら
せ
て
も
ら
い

た
い
と
上
沼
校
長
に
話
し
、
許
可
を
得
て
、
大
正
一
〇
年
一
〇
月
か
ら
本
格
的
に
実
践

に
と
り
か
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
」

一
八

林
、
前
掲
、
一
三
七
頁

一
九

林
、
前
掲
、
一
三
九
頁
四
行
–
十
二
行

（
さ
と
う

ひ
さ
え
）

【
受
理
日

２
０
２
２
年
12
月
７
日
】
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二
四
〇
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